
 

TEAM MITANI 

2026MFJ 全日本トライアル選手権シリーズ 

Rd.３ 北海道・和寒大会 参戦レポート 

「IAS ３位＆４位＆５位表彰台！！」 
 

チーム体制 

監督・三谷知明     

副監督・三谷英明 

TEAM MITANI Honda  

小川友幸（RTL301RR） 武田呼人（RTL301RR） 

HRCクラブMITANI 

久岡孝二（RTL301RR） 浦山瑞希（RTL301RR） 村田慎示（RTL301RR） 古市光（RTL260R） 

冨田正義（RTL260R） 古市右京（RTL260R） 

VERTIGO with MITANI 

川添蒼太（NITRO RS2 3.0） 村田隼（NITRO 2.5） 

 

出場選手権：全日本トライアル選手権（全７戦）＋CITY TRIAL（IAS全日本格式）＋世界戦MOTEGI      

● 国際Ａ級スーパークラス 

ライダー   ： 小川友幸（４９歳） 武田呼人（２４歳） 久岡孝二（２７歳）  

アシスタント orサポート  ：  田中裕大＆川村道徳（小川友幸選手）、久岡誠二（久岡孝二選手）、 

加賀国光（武田呼人選手） 

● 国際Ａ級クラス 

ライダー   ： 浦山瑞希（１８歳） 村田慎示（５２歳） 川添蒼太（２４歳） 村田隼（２３歳） 古市光（２９歳） 

小倉功太郎（２６歳） 

アシスタント ：   浦山和巳（浦山瑞希選手） 上田万法（村田慎示選手）、 村上慈恩（村田隼選手）、 

             小倉暁（小倉功太郎選手） 

● 国際 B級クラス 

ライダー   ： 奥田欽哉（６４歳）  冨田正義(５８歳)  古市右京(５２歳) 

アシスタント ： 古市光（古市右京選手） 

 

メカニック：小川千秋 武田典久  顧問・相談役：川村道徳  写真：高橋明男   

チームフォロー：三谷将己 田中芳樹 山口賢吾 

 

2026全日本活動 メンバー TOPICS 

 

☆IAS：小川友幸選手がケガから復帰！ 
 

 

 

 

 

 

 



全日本トライアル選手権 第３戦 北海道・和寒大会 

■開催日：202６年６月２１日 

■開催地：北海道・わっさむサーキット 

■天候：晴れ時々曇り 

■競技：10セクション×2ラップ＋SS-2セクション 

■持ち時間：４時間３０分（１０セクション×２ラップ） 

■最多クリーン数：武田呼人（ホンダ）／１５ 

 

 

成績 

● 国際Ａ級スーパークラス 

３位：武田呼人   ４位：久岡孝二   ５位：小川友幸 

● 国際Ａ級クラス 

１１位：村田隼 

● 国際 B級クラス 

２３位：古市右京   ２４位：奥田欽哉 

 

 

（Rd.３ 北海道・和寒大会） 

 

今年の航路も昨年同様、八戸→苫小牧航路、鈴鹿から八戸まで約１０５０ｋｍの１４時間ロングドライブ。同行し

てくれたのは、VERTIGOwithMITANIチームの村田隼選手とアシスタントの村上慈恩君。３人での移動でした

が、村田選手は免許がないので、戦力外・・・・村上君は大型持ってるので心強い戦力(笑)２人で交代しながらの

TOTAL2500ｋｍ走破しました。 

今年も和寒での開催でしたが、時期的には異例の6月開催です。天気予報の気温は、両日とも25度前後なの

に、遮るもののない暑い日差しで、すごく暑く感じるいつもの和寒大会でした。とはいえ、北海道は食べ物が美味

しくて、２日間の滞在でしたがまた来たいといつも思います。 

 

 

202６ Rd.３ PIT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 R-1 PIT 

 

 

 



● 国際 B級クラス２３位 

ゼッケン６１：古市右京選手  

HRCクラブMITANI RTL260R 

 

日ごろの取り組みの成果が少しずつでも出てきているよう

な自己最高位を獲得する。積極的に地方戦にも参戦し、レース

をこなすことを重要視している。すごく効果的な活動だといえ

ます。走りを見ていると、前に進められない迷いのある走りで

失点しているので、走り方の組み立てができるともう少し上に

いける！！ 

 

 

 

● 国際 B級クラス２４位 

ゼッケン３５：奥田欽哉選手  
TEAM MITANI TRRS300 

 

前半いつもの奥田さんらしい落ち着いた走りは、まったくな

かった。遠征での疲れか？フェリーでの船酔いか？体調もすぐ

れない様子でした。次回の九州大会もかなりの遠征ですが、一

緒に行くのでぜひポイントを取っていただきたい。 

 

 

 

● 国際Ａ級クラス１１位 

ゼッケン 25：村田隼選手  
VERTIGO with MITANI  NITRO2.5 

 

アシスタント村上君との相性も良く、信頼関係が出来上がっ

ているので、すごくいい状況でレースができていて、硬い走り

はしているが、レース自体は楽しんでいる。メンタルも強いわ

けではないがそこを気にしなくていいくらい減点もまとめれ

るようになっているので、1lap目でクリアしたところでミス

が目立つのは、体力的な原因ではないかと思われる。 

 

 

 

● 国際Ａ級スーパークラス３位 

ゼッケン７：武田呼人選手  

TEAM MITANI Honda RTL301RR 

 

何かを掴みつつあるのが見えている。1lap目にタイムオー

バー２分は、一見「何してるん？」とみてしまうが、その２分が

減点を３点以上減らしてるかもしれない。自分自身の試合展開

をリスクも考慮して実行している。そして、わずかだがいい方

向へ向かっている。優勝目前での SS2、５点での３位だった。

クリーン数は最多だった。ここ３戦、ＳＳが悔しい走りになって

いるのでＳＳでの走りに課題が残る。 

 

 



● 国際Ａ級スーパークラス４位 

ゼッケン６：久岡孝二選手  
HRCクラブMITANI RTL301RR 

 

走らせ方にスピードが加わり、今まで以上に走破力に磨き

がかかってきている。今回はミスも目立っていたが、最終的に

は、表彰台が狙える点差まででまとめてきていた。そして

SS2での素晴らしいクリーン！！まともに TRYしてのこのク

リーンは、唯一久岡選手だけだった！ブラボー！逆転での４位

を獲得する。 

 

 

 

● 国際Ａ級スーパークラス５位 

ゼッケン８：小川友幸選手  
TEAM MITANI Honda RTL301RR 

 

７割くらいの体で、チャレンジする元チャンピオン。しかしそ

の走破技術は、ＩＡＳライダー全員のスキルから見ていてもナン

バー１だ！完全な身体じゃない状況で、その走りをしてくるの

は、他の若手ライダーにとっては脅威だと思われる。簡単に５

点をとるシーンがあるにもかかわらず、1lap目はトップと１点

差の優勝のできる位置につける。結果的には5位だが、もし最

終をクリーンできれば優勝という状況まで復活してきた。今シ

ーズン初 V は近い。年齢や怪我のハンディーはあるものの、世

界GPレベルの経験値は、いまだかつて健在！！ 

 

IASクラス 表彰式                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Next Race 

２０２６年７月１２日 全日本トライアル選手権 Rd.４ 宮崎・えびの大会 えびの市矢岳高原トライアルコース 

 

記 TEAM MITAN：三谷知明 

 



 

 

チームスポンサー企業様 

 

 

 

 

 

 

 

 


